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二 K義御4相勤罷在上 御涜 Lは力候
小前之者疑念を存し右疑念之分二十ケ条書付ヲ以尋問候
28）林家1601「公用日記留｣、弘化2年2月15日条。
29）林家”「乍恐以書付奉願上候（名主役疑念一件)｣。
30）林家501「御願書之下書（村役相勤方二付願書)｣。
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二付、私共寄合其訳柄委細書記相見せ候而逐一解聞せ候虚、前書株一条二付j,前之
内磯吉申候ノ そんな高札杯ハ郷蔵之庭へ引ずるがよい水帳杯ハ い
得共、私共義御上様へ奉掛御苦労候儀を恐入可相成丈内済
より、書面之通御高札二向テ我侭気嵩申募り候程二御座候仕度と是迄取斗ひ仕候虚より、
二付、
何卒御賢察被成下、右磯吉御召出し御高札之義御利解被仰聞村方無事二納リ乍恐私
共御役も相勤候様被成下置度奉願上候､右願之通被成下置候ハ、難有仕合二奉存候、
以上、
この史料からは以下2点を読み取っておきたい。
第一に、人馬役免除特権の理由として信海があげている「往古より御高札は半三郎宅前二有之、
御水帳井大切之品は半三郎方二而御預リ申居候二付」という主張である。享保期騒動において高
札・村政文書管理が重要視されたことを指摘したが、この騒動における信海の主張からは名主役
特権の淵源として高札・村政文書管理を重要視していることが読み取ることができる。つまり、
林家は享保期に森田家から引き継いだ高札・村政文書管理を自家の人馬役免除特権と結び付けて
捉えており、自家の由緒に組み込んでいるのである。
第二に、小前惣代磯吉の「そんな御高札は郷蔵屋敷へ引ずるがよい、御水帳杯ハ両名主年番二
預るがよい」という発言である。林家が名主役特権の淵源として主張した高札・村政文書管理を
否定したのである。さらに、磯吉一人ではなく、「其席立会居候もの、右磯吉ヲ差押へも不仕其
侭二差置為申述候段､全同腹と乍恐奉存候｣認)と､林信海はその場にいた者達の総意と捉えている。
天保12年は名主役務年番制・「仮村役人制」を導入し、一程度の「村政民主化」を達成した段
階である。磯吉の主張はその段階にあっても名主家による村政文書管理を前提としている点が特
徴的であり、林家が名主役を勤めることを前提としながら負担削減のために名主役特権を排除し
ようとしているのである。
以上、享保期以降の村方騒動の展開、村政運営体制の変化について検討してきた。安永期以降、
赤尾村では訴訟を起こしてでも名主家の特権を排除しようとする小前層の動向があり、林家は自
家の特権を脅かされ続けていた。林家は特権に関して名主役を勤めていること以上の説明が必要
となり、高札・村政文書管理が特権維持の淵源・証拠として重要な価値を持つ状況が生まれてい
たと捉えられる。
おわりに
最後に、保留してきた嘉永期の「村宝」文言について検討を加えたい。
享保期の村方騒動は、村政運営をめぐる村役人間の内証であった。その管理をめぐって対立し
た村政文書は村政運営を担うために必要、あるいは村政運営を担う象徴として位置づけられてい
31)「御高札之儀村明細帳面二も書載奉差上候通、半三郎宅前二古来より御建被為置、是迄先祖より十代之間
朝夕奉拝候、御高札此場二至り外へ被引移候而は、世間向も相立不申、御役も柑勤リ兼候場合二至り、何
共歎ケ敷奉存候」（林家501)とも主張しているが、赤尾村の明細帳に高札場の記述があるものは現存して
いない。
32）林家6㈹3「乍恐以書付奉願上候｣。
－77－
国文学研究資料館紀要アーカイブズ研究篇第7号（通巻第42号）
た･林家は引き継いだ高札・村政文書管理を自家の由緒へ取り込んでおり、天保期に名主家由緒
に関わる文書に対して付された「秘蔵」文言は由緒への取り込みの中で位置付けられよう。
また、天保期には村方騒動の結果、「村政民主化」の一程度の達成が見られ、それに対応する
形で林家は高札・村政文書管理を名主家特権の淵源として主張した。
嘉永期には「村政民主化」の揺り戻しが起こり、「仮村役人制」が廃され、定役組頭・百姓代
が再設置されている。この時期は、海防役などの諸負担を川越藩が年貢増徴策・御用金賦課とい
う形で領内転嫁しており、村政文書は、領主に対して「証拠としての文書」であり、小前に対し
ては｢由緒としての文書｣として位置づけられていたのではないだろうか。この時期に付された｢村
宝」文言は再設置された定役村役人が閲覧する状況において、村政を担ってきた自家の功績を示
すものであり、領主に対する証拠としての「村宝｣、小前に対する由緒としての「村宝」として
付された修復文言であると捉えたい。
本稿では、名主家の文書認識の変化と小前百姓との相違について検討してきた。文書引継後の
名主家の文書認識を保存措置という点から検討することで（課題①)、相名主家から村政文書を
引き継いだ名主家が、それを自家の由緒に取り込んで特権の淵源として重視し、補修を施して保
存・管理していたことを明らかにした（課題②)。また、修復文言の変化を村方騒動の展開から
検討することで、天保期における名主家と小前層との村政文書管理に対する価値認識の相違を明
らかにすることができたのではないだろうか（課題③)。
〔付記〕
本稿は国文学研究資料館主催平成20年度アーカイブズ・カレッジの修了論文を改稿したもので
ある。本稿作成にあたっては多くの方のご指導をいただいた。記して謝意を表したい。
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